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【手続補正書】
【提出日】平成20年9月17日(2008.9.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
ゲル粒子の形状保持凝集塊を形成するための懸濁系であって、
　極性液体又は少なくとも１つが極性である混和性液体２つ以上の混合物に分散された複
数のゲル粒子を含み、ここで該ゲル粒子は第１の絶対ゼータ電位を有すること；及び、
　該懸濁系は、受容媒体中に選択された導入速度でオリフィスを通過させて導入されるた
めに適しており、ここで該ゲル粒子は該第１の絶対ゼータ電位より低値（よりゼロ値に接
近した）の第２の絶対ゼータ電位を獲得し、これにより、該ゲル粒子は癒着して、疎水性
－親水性相互作用及び水素結合を含む非共有結合性の物理的な力により共に保持された形
状保持凝集塊となる、
懸濁系。
【請求項２】
前記ゲル粒子が懸濁系中約１～約５００ｍｇ湿潤重量／ｍＬの濃度である請求項１に記載
の懸濁系。
【請求項３】
前記ゲル粒子が懸濁系中約２５～約２５０ｍｇ湿潤重量／ｍＬの濃度である請求項２に記
載の懸濁系。
【請求項４】
前記複数のゲル粒子が１サイズ、１つ以上の化学組成、及び、狭い多分散性のものである
請求項１に記載の懸濁系。
【請求項５】
前記複数のゲル粒子が２つ以上の異なるサイズのものであり、異なるサイズの各々の組成
は他の異なるサイズの各々の組成と同じかまたは異なっており、全てのサイズは狭い多分
散性のものである請求項１に記載の懸濁系。
【請求項６】
前記複数のゲル粒子が１つ以上の化学組成及び広範な多分散性を含む請求項１に記載の懸
濁系。
【請求項７】
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前記複数のゲル粒子が前記懸濁系中でクラスター形成をもたらすような濃度である請求項
５に記載の懸濁系。
【請求項８】
前記懸濁系中の前記ゲル粒子の濃度が約３００ｍｇ湿潤重量／ｍＬ～約５００湿潤重量／
ｍＬである請求項７に記載の懸濁系。
【請求項９】
前記懸濁系が、下記工程：
　極性液体又は極性液体の混合物中に、単量体又は２つ以上の異なる単量体を含む重合系
を提供することであって、ここで該単量体又は該２つ以上の単量体の少なくとも１つが１
つ以上のヒドロキシ及び／又は１つ以上のエーテル基を含み、そしてここで該極性液体又
は２つ以上の極性液体の少なくとも１つが１つ以上のヒドロキシ基を含むこと；
　該重合系に０．０１～１０モルパーセントの界面活性剤を添加すること；及び、
　該単量体を重合して複数のゲル粒子を形成することであって、ここで各粒子は複数の重
合体鎖を含むこと；
を含む方法により作製される、請求項１に記載の懸濁系。
【請求項１０】
前記懸濁系が、予備形成された乾燥ゲル粒子、前記液体及び前記界面活性剤を混合するこ
とにより作製される、請求項１に記載の懸濁系。
【請求項１１】
前記オリフィスが中空針を含む請求項１に記載の懸濁系。
【請求項１２】
前記中空針が１０ゲージ～３０ゲージの針よりなる群から選択される請求項１１に記載の
懸濁系。
【請求項１３】
前記中空針が１５ゲージ～２７ゲージの針よりなる群から選択される請求項１２に記載の
懸濁系。
【請求項１４】
前記選択された導入速度が約０．０５ｍｌ／分～約１５ｍｌ／分である請求項１に記載の
懸濁系。
【請求項１５】
前記選択された導入速度が約０．２５ｍｌ／分～約１０ｍｌ／分である請求項１４に記載
の懸濁系。
【請求項１６】
前記受容媒体がインビボ媒体である請求項１に記載の懸濁系。
【請求項１７】
前記インビボ媒体が身体組織を含む請求項１６に記載の懸濁系。
【請求項１８】
前記身体組織が上皮、結合組織、筋肉及び神経よりなる群から選択される請求項１７に記
載の懸濁系。
【請求項１９】
前記結合組織が血液、骨及び軟骨よりなる群から選択される請求項１８に記載の懸濁系。
【請求項２０】
前記単量体が２－アルケン酸、ヒドロキシ（２Ｃ－４Ｃ）アルキル２－アルケノエート、
ヒドロキシ（２Ｃ－４Ｃ）アルコキシ（２Ｃ－４Ｃ）アルキル２－アルケノエート、（１
Ｃ－４Ｃ）アルコキシ（２Ｃ－４Ｃ）アルコキシ（２Ｃ－４Ｃ）アルキル２－アルケノエ
ート及びビシニルエポキシ（１Ｃ－４Ｃ）アルキル２－アルケノエート及びこれらの２つ
以上の組み合わせよりなる群から選択される請求項１に記載の懸濁系。
【請求項２１】
前記単量体がアクリル酸、メタクリル酸、２－ヒドロキシエチルアクリレート、２－ヒド
ロキシエチルメタクリレート、ジエチレングリコールモノアクリレート、ジエチレングリ
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コールモノメタクリレート、２－ヒドロキシプロピルアクリレート、２－ヒドロキシプロ
ピルメタクリレート、３－ヒドロキシプロピルアクリレート、３－ヒドロキシプロピルメ
タクリレート、ジプロピレングリコールモノアクリレート、ジプロピレングリコールモノ
メタクリレート、グリシジルメタクリレート、２，３－ジヒドロキシプロピルメタクリレ
ート、グリシジルアクリレート及びグリシジルメタクリレートならびにこれらの２つ以上
の組み合わせよりなる群から選択される請求項２０に記載の懸濁系。
【請求項２２】
前記単量体が２－ヒドロキシエチルメタクリレート、２－ヒドロキシプロピルメタクリレ
ート、３－ヒドロキシプロピルメタクリレート及びこれらの２つ以上の組み合わせよりな
る群から選択される請求項２１に記載の懸濁系。
【請求項２３】
前記液体が水、（１Ｃ－１０Ｃ）アルコール、（２Ｃ－８Ｃ）ポリオール、（２Ｃ－８Ｃ
）ポリオールの（１Ｃ－４Ｃ）アルキルエーテル、（２Ｃ－８Ｃ）ポリオールの（１Ｃ－
４Ｃ）酸エステル；ヒドロキシ末端ポリエチレンオキシド、ポリアルキレングリコール及
びモノ、ジ又はトリカルボン酸のヒドロキシ（２Ｃ－４Ｃ）アルキルエステルよりなる群
から選択される請求項１に記載の懸濁系。
【請求項２４】
前記液体が水、メタノール、エタノール、イソプロピルアルコール、エチレングリコール
、ジエチレングリコール、トリエチレングリコール、ポリエチレングリコール２００～６
００、プロピレングリコール、ジプロピレングリコール、１，４－ブタンジオール、２，
３－ブタンジオール、１，６－ヘキサンジオール、２，５－ヘキサンジオール、エチレン
グリコールモノメチルエーテル、エチレングリコールモノエチルエーテル、メチルセロソ
ルブエーテル、エチレングリコールモノアセテート、プロピレングリコールモノメチルエ
ーテル、グリセリン、グリセロールモノアセテート、トリ（２－ヒドロキシエチル）シト
レート、ジ（ヒドロキシプロピル）オキサレート、グリセリン、グリセリルモノアセテー
ト、グリセリルジアセテート、グリセリルモノブチレート及びソルビトールよりなる群か
ら選択される請求項２３に記載の懸濁系。
【請求項２５】
前記液体が水である請求項２４に記載の懸濁系。
【請求項２６】
前記方法が、重合体鎖の架橋をもたらす約０．１～約１５モル％の架橋剤を前記重合系に
添加することをさらに含む請求項９に記載の懸濁系。
【請求項２７】
前記架橋剤がエチレングリコールジアクリレート、エチレングリコールジメタクリレート
、１，４－ジヒドロキシブタンジメタクリレート、ジエチレングリコールジメタクリレー
ト、プロピレングリコールジメタクリレート、ジエチレングリコールジメタクリレート、
ジプロピレングリコールジメタクリレート、ジエチレングリコールジアクリレート、ジプ
ロピレングリコールジアクリレート、ジビニルベンゼン、ジビニルトルエン、ジアリルタ
ータレート、ジアリルマレート、ジビニルタータレート、トリアリルメラミン、Ｎ，Ｎ’
－メチレンビスアクリルアミド、ジアリルマレエート、ジビニルエーテル、１，３－ジア
リル２－（２－ヒドロキシエチル）シトレート、ビニルアリルシトレート、アリルビニル
マレエート、ジアリルイタコネート、ジ（２－ヒドロキシエチル）イタコネート、ジビニ
ルスルホン、ヘキサヒドロ－１，３，５－トリアリルトリアジン、トリアリルホスファイ
ト、ジアリルベンゼンホスホネート、トリアリルアコニテート、ジビニルシトラコネート
、トリメチロールプロパントリメタクリレート及びジアリルフマレートよりなる群から選
択される請求項２６に記載の懸濁系。
【請求項２８】
前記架橋剤がα－ヒドロキシ酸エステルよりなる群から選択される請求項２６に記載の懸
濁系。
【請求項２９】
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前記架橋重合体鎖が約３，０００～約２，０００，０００の平均分子量を有する請求項２
６に記載の懸濁系。
【請求項３０】
前記方法が、重合の前に前記重合系の前記極性液体に１つ以上のワーキング物質を添加す
ることを更に含み、ここで重合の後、該ワーキング物質含有液体の一部分が前記ゲル粒子
に封鎖されることによりワーキング物質含有ゲル粒子を形成する請求項９に記載の懸濁系
。
【請求項３１】
前記ワーキング物質含有ゲル粒子がワーキング物質含有液体の約０．１～約９０重量パー
セントを封鎖する請求項３０に記載の懸濁系。
【請求項３２】
１つ以上のワーキング物質を更に含む請求項１に記載の懸濁系。
【請求項３３】
前記形状保持凝集塊の形成時に、前記ワーキング物質含有液体の約０．１～約９０重量パ
ーセントが該形状保持凝集塊内に捕獲される請求項３２に記載の懸濁系。
【請求項３４】
前記方法が、下記工程：
　１つ以上の第１のワーキング物質を前記重合系に添加することにより第１のワーキング
物質含有液体を形成することであって、ここで、
　重合後には該第１のワーキング物質含有液体の一部分は前記ゲル粒子により封鎖される
こと；
　１つ以上の第２のワーキング物質を該懸濁系に添加することにより第２のワーキング物
質含有液体を形成することであって、ここで、
　前記形状保持凝集塊形成後に、該第２のワーキング物質含有液体の一部分を該形状保持
凝集塊内に捕獲すること、
を更に含み、該第１のワーキング物質は該第２のワーキング物質と同じかまたは異なって
いてよく、そして該第１のワーキング物質含有液体の液体は該第２のワーキング物質含有
液体の液体と同じかまたは異なっていてよい、請求項９に記載の懸濁系。
【請求項３５】
前記第１のワーキング物質含有液体の０．１～９０重量パーセントが前記複数のヒドロゲ
ル粒子に封鎖され；そして、
　前記第２のワーキング物質含有液体の０．１～９０重量パーセントが前記形状保持凝集
塊内に捕獲される、
請求項３４に記載の懸濁系。
【請求項３６】
前記ワーキング物質が同じかまたは異なっていてもよい１つ以上の生物医学的薬剤を含む
請求項３０～３５の何れか１項に記載の懸濁系。
【請求項３７】
前記生物医学的薬剤のうちの１つ以上が１つ以上の医薬品を含む請求項３６に記載の懸濁
系。
【請求項３８】
前記医薬品が更に１つ以上の薬学的に許容される賦形剤を含む請求項３７に記載の懸濁系
。
【請求項３９】
前記医薬品がペプチド又はタンパク質を含む請求項３７に記載の懸濁系。
【請求項４０】
前記医薬品が癌の治療のために有用である請求項３７に記載の懸濁系。
【請求項４１】
前記医薬品が冠動脈疾患の治療のために有用である請求項３７に記載の懸濁系。
【請求項４２】
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前記医薬品が呼吸器疾患の治療のために有用である請求項３７に記載の懸濁系。
【請求項４３】
前記医薬品が感染性疾患の治療のために有用である請求項３７に記載の懸濁系。
【請求項４４】
前記医薬品が眼病の治療のために有用である請求項３７に記載の懸濁系。
【請求項４５】
前記医薬品が成長因子である請求項３７に記載の懸濁系。
【請求項４６】
前記生物医学的薬剤が１つ以上の組織成長スカホールド物質を含む請求項３７に記載の懸
濁系。
【請求項４７】
前記生物医学的薬剤が美容用の組織増強物質を含む請求項３７に記載の懸濁系。
【請求項４８】
前記複数のゲル粒子のサイズが直径で約１０～約７５０００ナノメートルである請求項１
に記載の懸濁系。
【請求項４９】
前記複数のゲル粒子のサイズが直径で約１０～約８００ナノメートルである請求項４８に
記載の懸濁系。
【請求項５０】
前記ゲル粒子が分解可能である請求項１に記載の懸濁系。
【請求項５１】
前記形状保持凝集塊が分解可能である請求項１に記載の懸濁系。
【請求項５２】
前記ゲル粒子が分解可能であり、そして前記形状保持凝集塊が分解可能である請求項１に
記載の懸濁系。
【請求項５３】
前記形状保持凝集塊が弾性を有する請求項１に記載の懸濁系。
【請求項５４】
身体組織の処置または美容用の組織増強の方法において使用するための、請求項１～５３
のいずれか１項に記載の懸濁系。
【請求項５５】
身体組織の処置または美容用の組織増強のための医薬の製造において使用するための、請
求項１～５３のいずれか１項に記載の懸濁系。
【請求項５６】
前記進退組織が、体液、眼、創傷、軟骨、骨、腱、靭帯、歯周ポケット、筋肉、上皮、結
合組織、筋肉外部、象牙質、間質、眼内、細胞間、血液、または血漿のうちの１つ以上で
ある、請求項４３に記載の懸濁系または請求項５５に記載の使用。
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